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栃木啓佑
論文内容の要旨
本研究は、日本人正常咳合者の平均的下顎歯列弓形態をもとに右側側切歯（42）が2.Omm舌側転位
した状態を再現して排列し、2種類の直径のニッケルチタン合金製ラウンドアーチワイヤー(0.014
インチ:014NT，0.016インチ:016NT)と2種類の結紫方法(self-ligation:SL、conventional
ligation:CDとの組合せで、42、右側中切歯(41)、左側中切歯(31)、左側側切歯(32)のブラ
ケットに加わる力の大きさをMulti-sensormeasuringsystemで計測した。各条件下の4切歯ブラケ
ットに加わる力の大きさについて、三元配置分散分析とBonferroniの多重比較検定を用いて、結紫
方法とアーチワイヤーの直径による影響を統計学的に分析した結果、以下の結論を得た。
1.2種類の結紫方法と2種類のアーチワイヤーで計測した4切歯ブラケットに加わる力の大きさは、
42，41，31，32の順で有意に小さくなった。
2アーチワイヤーの種類にかかわらず、42，31，32のブラケットに加わる力の大きさは、SLがCL
に比較して有意に小さかった。
3.41のブラケットに加わる力の大きさは、014NTでは、SLがCLと比較して有意に大きく、016NT
では、SLとCLとの間で有意差は認められなかった。
4．結紫方法の種類にかかわらず、42，41，31のブラケットに加わる力の大きさは、016NTが014NT
と比較して有意に大きく、32では有意差は認められなかった。
論文審査の要旨
矯正歯科を受診する患者に多くみられる下顎前歯部叢生の改善では、結紫方法の違いで生じる力の
大きさの差異は明らかではない。そこで、下顎4切歯のブラケットに加わる力を計測するために
Multi-sensormeasuringsystemを製作し、下顎右側側切歯舌側転位再現下で2種類の結紫方法を2
種類のアーチワイヤーの直径で、ニッケルチタンワイヤーが発揮するブラケットに加わる力の大きさ
を比較した。その結果、2種類の結紫方法は、2種類のアーチワイヤーの直径で、下顎4切歯ブラケ
ットに加わる力が異なることなどを明らかにしている。
本研究では、矯正歯科治療でのマルチブラケット装置における結紫方法の違いがブラケットに加わ
る力の大きさに異なる影響を与えることを示す重要な情報を与えており、歯学に寄与するところが多
く、博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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最終試験の結果の要旨
栃木啓佑に対する最終試験は、主査苅部洋行教授、副査志賀博教授、副査宮坂平教授に
よって、主論文を中心とする諸事項について口頭試問が行われ、優秀な成績で合格した。
